
広報

第20口県消防ポンプ操法大会が9月8目、

県消防学校 (森園町)で行われました。

正確さと迅速さが要求される消防団、大

会でも、服装の点検から所要時間、機敏l性、

適確さなど、色々な角度から厳しいチェック

を受け 、県下から12チームが参加して競われ

ました。団員らからの盛んな声援のなか、地

元大村チーム (鈴田・第14分団)は3位の成

績でしだ。

。品Zd話国際交流に大きな成果 2~3 
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ

親

善

訪

問

松
本
市
長
と
市
関
係
者
は
¥
天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国
4
0
0

年
祭
の
立
案
に
必
要
な
資
料
収
集
を
は
じ
め
¥
姉
妹
都
市
候
補
地
¥

国
際
交
流
の
推
進
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
な
ど
を
調
査
す
る
た
め
¥
ポ

ル
ト
ガ
ル
を
は
じ
め
¥
イ
タ
リ
ア
¥
ス
ペ
イ
ン
な
ど
を
訪
問
し
ま

し
た
。ぎ

た
¥
コ
ン
コ
ル
ド
の
長
崎
空
港
誘
致
に
つ
い
て
も
¥
パ
リ
の

工
l

ル
・

フ
ラ
ン
ス
社
に
対
し
協
力
を
求
め
ま
し
定
。

大
村
市
は
、
大
村
純
忠
顕
彰
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が、

そ
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
は
純
忠
没
4
0
0
年
祭
や

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
い
ま
し

た
平
成
2
年
度
は
、
純
忠
ら
が
派
遣
し

た
天
正
少
年
使
節
が
帰
国
し
て

4
0
0

年
に
な
る
こ
と
か
ら
、

「
天
正
遣
欧
少

年
使
節
帰
国
4
0
0年
祭
」
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

松
本
市
長
は
、
今
回
の
訪
問
に
つ
い

て

「
ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府
関
係
機
関
を
は

じ
め
、
姉
妹
都
市
候
補
地
や
日
本
大
使

青少年担当局の担当次官同と弛区会長

砂
:::.! ./ 

の
交
沢
大
い

去
す

ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府
青
少
年
担
当
局

で
は
、

青
少
年
を
対
象
と
す
る
交
流

は、

姉
妹
都
市
と
併
せ
て
、
積
極
的

に
推
進
し
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

館
、
ジ
ェ
ト
ロ

(
日
本
貿
易
振
興
会
)

な
ど
を
訪
問
し
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節

帰
国
4
0
0
年
事
業
及
び
リ
ゾ
ー
ト
構

想
計
画
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
全
面
的

な
協
力
を
約
束
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
姉
妹
都
市
に
つ
い

て
は
、
訪

問
し
た
4
市
の
中
で
、
シ
ン
ト
ラ
市
が

有
力
候
補
と
し
て
今
後
検
討
す
る
と
共

に
、
今
回
訪
問
に
よ
る
多
く
の
成
果
を

ふ
ま
え
、
さ
ら
に
、
来
年
の

4
0
0
年

祭
を
機
に

か
市
民
の
翼
。
を
派
遣
す
る

な
ど
国
際
交
流
を
進
め
て

い
き
た
い
L

と
話
し
ま
し
た
。

又
土
奇
支
流
を
積
極
的
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府
大
航
海
時
代
行
事

実
行
委
員
会
の
委
員
長
(
左
か
ら

2

人
目
)
、
副
委
員
長
(
同

3
人
目
)

は
、
大
航
海
時
代
4

5
0
年
を
機
に、

1
9
9
2
年
に
国
際
交
流
な
ど
の
行

事
を
計
画
し
て
い

る
が
、
大
村
に
つ

い
て
も
、
経
済
交
流
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

シ
ン
ト
ラ
市

姉
妹
都
市
に
積
極
的

シントラ市〈ポルトガル〉

シントラ市長は、姉妹都市締結な

どについては、好意的かつ積極的 で

した。

シントラは、人口 2万 5千人、リ

スボンに近く、リゾー ト開発が進め

られ、まさに今、発展している町。そ

して、 緑にあふれ穏やかな自然とペ

ナ城などの美しい建物がうまく調和

して い ます。

この外、姉妹都市候補として、コ

インブラ、エボラな どを訪問しまし

アこ。

戸ブ
ラ
市
も
協
力
を
約
束

vコンコルド誘致要請も
マ ッハ2.2(時速2000K)の飛行ができるコ

ンコルドの長崎空港への誘致を要請 しました D

エア一フランス航空の副社長 と市長は、 運

輸省との協議を進 めながら 、実現 に向けて積

極的に推進することを申し合わせ ま した。

企コイ ンブラ市 (ポル トガル)

人口 8万人の町に、大学生は 1

万3000人、そのほか、美術館や教

会など、 学術 ・文化の中心となる

学園都市です。経済交流などの協

力を約束しま した。

， 

仁ムムャ 、三?でで「一 二時四九一一一ー.. 

エア一フランス航空の副社長 と対談

① A リス

カラベラ

ニュメント。

図が描かれ、

航海者たち

さオlていま

日本は、 1

の40年位 後

初めてヨ ー ロ

国の風習や

たので しょう

②Vシン トラ

この街並みの上方に小高い

丘がありますが、そこには、

今は廃きょ化 したムーアの城

跡があり、別荘地を思わせる、

落ち着いた町です。

シントラ市の街並み

③ 企エボラ ローマ神殿跡

伊東マ ンシ ョ、千々石ミゲル、

中浦ジュ リアン、原マルチノの 4

人は、旅の途中と帰路の 2度にわ 事

たり、エボラに立寄っています。 m
伊東、千々石の 2人 は、神殿跡 山

先 方にある大聖堂でパイプオルガ

ンをみごとに演奏したといわれて

います。

⑤ ‘ローマ

人口 800人の独立

国て¥全世 界のカトリ

ック信者の大本山とな

っています。

4少年は、ここで、

ローマ法王と謁見しま
した。

コインブラ

年は、 2年間のヨ ーロッパの

え、コインブラからリスボン

に、帰路につきます。

問、印刷機械などの ヨーロ ッ

術や知識を習得 し、 日本文化

してい ます。

スペイン広場

バチカン市国

④ 惨マドリード

4少年は、当時のスペイ ン皇太

子宣誓式への参列、 フェリー ベ 2

世国王と 謁見するなど、マドリー

ドを起点に約 1か月以上滞在して

います。

写真 は、中央に、サンチョ ・パ

ンサを従えたドン ・キホーテの騎

馬像が立っています O

ニある橋のようなものは中

道橋



平
成

2
年
度

就
学

該当する家庭には、健康診

断通知書を送付します。 9月

30日発送予定

対象 昭和58年 4月 2日'"'-'59

年 4月 1日生まれの児童

問い合わせ 学校教育課

日程表

松本市長(左)と池田町長らによる渡り初め

などで連結を祝L、ました 。

才貫田川橋

長崎網 1900キロ回砂膏森が選結
~九州横断自動車道オ貫田川橋連結式~

九
州
横
断
自
動
車
道
才
貫
田
川
橋
架
設
工
事

の
、
大
村
か
ら
嬉
野
方
面
に
向
う
下
り
線
が
つ

な
が
り
9
月
ロ
目
、
連
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
り
線
も
9
月
末
に
は
連
結
す
る
予
定
で
、

長
崎
か
ら
東
京
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北
青
森
ま
で
、

1
9
0
0
・回
余
り
が
つ
い
に
結
ば
れ
ま
し
た
。

才
貫
田
川
橋
は
、
大
村
と
東
彼
杵
の
境
界
に

あ
り
ま
す
が
、
高
さ
叩

m
・
全
長
2
9
3
m
も

あ
る
う
え
、
足
場
な
ど
の
条
件
が
悪
く
、
最
後

の
難
工
事
個
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
日
本
道
路
公
団
大
村
工
事
事
務
所

の
園
持
所
長
や
松
本
市
長
、
池
田
東
彼
杵
町
長
、

工
事
関
係
者
な
ど
約
初
人
が
出
席
。

神
事
の
あ
と
は
連
結
の
儀
、
連
結
個
所
に
残

さ
れ
て
い
た

G
m
四
方
の
穴
に
、
公
団
所
長
や

両
市

・
町
長
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
入
れ
ら

れ
、
完
全
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ミ

ス
大
村
の
林
志
津
子
さ
ん
と
ミ
ス
お
茶
む
す
め

の
太
田
常
子
さ
ん
に
よ
る
花
束
贈
呈
や
出
席
者

全
員
に
よ
る
渡
り
初
め
を
行
い
、
連
結
を
祝
い

ま
し
た
。
開
通
は
、
今
年
度
末
の
予
定
、
待
ち

ど
お
し
い
で
す
ね
。

学校名 実施日

西大村小 1 0月 6日(到

東大村小 1 0月 11日(水)

康吾開49b' 
三浦 小 1 0月 11日(水) 予
三 城小 1 0月 17日(火) jE 
竹松小 1 0月 18日(水)

断 ~目U 放虎原小 1 0月 19日(木)

中央 小 1 0月 24日ω を 童
大村 小 1 0月 25日(水) 実 の
富の原小 1 0月 26日(木)

施
旭が丘小 1 0月 27日(金j

福重 小 1 0月 31日ω し
鈴田 小 1 1月 l日(水) ま
黒 木小 1 1月 1日(水) す
萱瀬 小 1 1月 7日ω
松原小 1 1月 8日(別

沼田窃取包窃へとうぞ

国・県・市・公団・公庫などの仕事で

大説明ややり方が納得できない

大こうしてほしい

大窓口や手続きがわからない

などの不満や疑問がある人はお気軽

にご相談ください。

国
道
弘
号
線
等
大
村
市
内
幹
線
道
路
整
備
促

進
期
成
会
の
総
決
起
大
会
が
、

8
月
刊
日
、

市

コ
ミ
セ
ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。

-
E
E
現
在
の
市
内
幹
線
道
路
は
、
常
に
渋
滞
し
て

4
車

線

化

怠

ど

を

決

議

い
る
状
況
で
、
整
備
の
遅
れ
は
市
勢
発
展
の
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
成
会
で
は
、
既
に
国
道
M
号
線
の
拡
幅
整

備
、
鹿
島
と
結
ぶ
国
道
4
4
4
号
線
の
早
期
開

通
な
ど
、
国
や
県
へ
の
陳
情
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
更
に
協
力
な
運
動
を
推
進
し
、
市
民

生
活
の
発
展
向
上
を
目
指
そ
う
と
、
今
大
会
を

聞
い
た
も
の
で
す
。

大
会
に
は
、
会
長
の
松
本
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
期
成
会
員
、
来
賓
に
、
高
田
知
事
や
国
会

議
員
、
県
会
議
員
、
建
設
省
九
州
地
方
建
設
局

な
ど
約
4
5
0
人
が
出
席
。

①
国
道
弘
号
の
完
全
4
車
線
化
を
早
期
に
着
手

②
国
道
4
4
4
号
の
早
期
開
通
と
既
供
用
部
分

の
整
備
促
進
③
整
備
中
の
都
市
計
画
街
路
の
事

業
費
増
と
早
期
完
成
④
幹
線
市
道
の
国
庫
補
助

費
の
大
幅
増
し
の

4
項
目
を
決
議

・
採
択
し
ま

し
た
。

国
道

M
号
の
完
全

幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
決
起
大
会

行政相談員(敬称略)

北野松代

(n@ 2 6 5 3 ) 

松本健次

(n@ 0 1 5 5 ) 

堀口 健

(宮Gl1760)

巡回行政相談

月日 場 所

10月(木l)2日大村市役所

10月開1)6日松原出張所
福重出張所

10月(木I)9日 竹松出張所
萱瀬出張所

一一抱一ム
国道34号線の完全4車線化な どが決議採択されました

(8/18・市コミセ ン)

9 : 00~ 12: 00 

※定例相談は、毎月 第 2木曜日 、9:30~ 12:00 

まで 、市役所で行ってい ます 。

相談は無料で、秘密は守られます O

時間

A
せ

通商標識について
こ意見をお寄せ家五

全国道路標識遇問 題誠‘'
10月2日r--J8号いTYhF
身のロザ標誌に恨の11Tありました

手222hWごさ主同o5 0 4 ) 

JZ品EJiLZi2⑫;11。〕



ご
存
知
で
す
か
?
国
民
年
金
の
保
険
料
は
¥
国
ガ

楕
一み
立
て
て
将
来
の
年
金
の
支
払
い
に
あ
て
る
、だ
け

で
は
な
く
¥
皆
さ
ん
の
暮
し
の
中
に
色
々
役
立
つ
資

金
と
し
て
¥
身
近
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

C旅のお泊り、レクリェーション
に国民年金福祉施設

豊かな街づくりに一役

市 が市民 会館・ 体 育館 ・

病院・ 保育所 ・老人ホーム・

上下水道などの施設 をつく

るときに資金が融資されま

す 。

。快適で、、

全 国 で国 民年金総合会館

や保養センタ ーが46か所あ

りま す O 保養セ ンタ ー は、

加入者や家族の健康増進、

休養、宿泊な どの施設とし

て自然公園や温泉地 な ど各

地の景勝地にあり、安い料金で安心 して ご利用

になれます 。

長崎では、口之津 町 に国民年金健康保 養セン

ター 「くちのつ jが あ ります 。客室・会議室・結

婚式場・テニ スコート・ゲート ボー ル場などを備

えたセ ンタ ーです 。お気 軽 にご利用 ください 。

。マイホームづくりのお手伝い

。生活資金が借りられます

‘/ 暮らしめ中マ

役立つτνま守

写真コシクーノル伊dZ募集
テーマ 自由 (ただし人物に限る)国民年金では、明るく

楽 しいほのぼの とした作品を募集 しています。例:私達ス

マイル家族 ・だん らん ・老人パンザイ ・笑顔 ・未来へはば
たけ子イ共たちなど。

サイズ キャビネサイズ以上四切り まで、単写真でカラー

応募作品には題名 ・住所 ・氏名 ・年齢 ・職業を明記して

ください。(1人何点でも oK) 

応募先 県国民年金課写真コンクール係

戸町2-13)

締め切り 10月末日必着

‘v 

、..... 
、，〆

年金を受けてい る人 (老

齢福祉年金を除 く)は、冠

婚葬祭 、医療などに必要な

小 口の生活資金を、年金を

受け る権利を担保にし て借

りるこ とができます 。詳し

い ことは、「 住宅金融公 庫

代理庖 jの表示がある 金融

機関でおたずねくださ い o

E~fJ 

加入者 が、住宅を新築

.購入 ・増改築さ れ ると

き低利で融資 されま す。

詳しい ことは、 「住 宅金

融公庫代理屈 jの表示 が

ある金融機関でお たず ね

くだ さい 。
(干850長崎市江

お
年
寄
り
と
税
金

。
お
年
寄
り
本
人
ガ
受
け
ら
れ
る
特
典

老
年
者
控
除

年
齢
が
日
歳
以
上
で
、
所
得

金
額
が

1
0
0
0
万
円
以
下
の
場
合
は
、
本

人
の
所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
、
所
得
金
額

か
ら
印
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す。

公
的
年
金
等
控
除

公
的
年
金
や
恩
給
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
収
入
金
額
か
ら
、
公
的

年
金
等
控
除
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

届
け
出
は

お
忘
れ
な
く
ノ
・

消
費
税
申
告
で
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ

れ
る
人
の
届
け
出
は
、
山
月
2
日
卯
ま
で
で
す

0

0
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書

基
準
期
間
(
前
々
年
ま
た
は
前
々
事
業
年
度
)

の
課
税
売
上
高
が
5
億
円
以
下

の
事
業
者
で
、

課
税
売
上
高
の
み
か
ら
消
費
税
の
納
付
税
額
を

商
業
統
計
調
査
の
お
願
い

こ
の
調
査
は
、
通
商
産
業
省
が
、
日
月
1
日

現
在
で
全
国
の

一
般
飲
食
庖
を
営
ん
で

い
る
す

べ
て
の
商
庖
を
対
象
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
そ

の
結
果
は
商
業
統
計
表
と
し
て
公
表
さ
れ
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
上
の
基
礎
資
料
、
商

。
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人
ガ
受
け
ら
れ

る
特
典

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
る
親

族
が
、
何
歳
以
上

(障
害
者
の
場
合
は
除
く
)
で

あ
る
と
き
は
、
自
万
円
(
一
般
お
万
円
)
を
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
お
年
寄
り
が
納
税
者
や
そ
の
配

偶
者
の
父
母
や
祖
父
母
な
ど
の
直
系
尊
属
で
、

同
居
し
て
い
る
と
き
は
、
更
に
叩
万
円
を
加
算

し
た
日
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
宮
@
1
3
7
0
)

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

計
算
で
き
る
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ
れ
る
人

が
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
、
3
0
0
0
万

円
以
下
の
事
業
者
(
免
税
業
者
)
で
、
多
額

の

設
備
投
資
を
予
定
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
課
税

事
業
者
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
税

の

還
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

課
税
事
業
者
を
選
択
さ
れ
る
人
は
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
税
務

署

(
宮
@
1
3
7
0
)

へ

ー
対
象
は一

般
飲
食
庖

1

庖
経
営
の
指
標
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

お
忙
し

い
と
こ
ろ
お
手
数
で
す
が
、
調
査
員

が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
調
整
課

-5 -



議
、だh 司

.大変な仕事ですねノ

(九 -国立長崎中央病院〉

叡急医療週間にちなみ¥9月 9目、一

日病院長や一日教急隊長などの{本験行事

ガ行われました。

国立長崎中央病院では、一日病院長に

国際、ノロブチミスト大村の細川|会長¥看

護婦長にミスおおむら桜の焼野さんが¥

また、大村消防署では、教急隊長にミス

大村の林さん\~由連の倉光さん\教急
指令室長にミス花菖蒲の大久保さんが任

命された。

皆さんは、初めての体験に戸惑いなが

らも、立派に任務を遂行しましだ。

9 

6 
ベ議締

企息ピツタリ (ヲイ0・市民会館〉

大村少年 合唱団の定期発表会ガ9月刊

目、市民会館で行われましだ。

合唱組由や合唱ミュージ力ルなど、小

学生から高校生まで¥患の合つだ叡を披

露。約オ 000人の観客を魅了しましだ。

ま芝、今回は江迎少年少女合唱団も友

情出演しましだ。

h
p

川
は
き
れ
い
で
し
た
か
り

(
%

・大
上
戸
川
庁
近
)

川
の
生
物
の
観
察
か
ら
¥
可
川
の
活
杓
ぐ
あ

い
ぞ
調
べ
よ
う
と
¥
大
上
戸
川

で
は
¥
子
供
会

一
マ
川
射
程
一
門
町
一
刊
し
ん
比
一
一
一
人
が
参
加
し

こ
こ
で
は
¥
ミ
ズ
ム
シ
や
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
を

採
取
¥
水
質
は
ち
ょ
っ
と
活
れ
て
い
る
か
よ
。

ま
芝
¥
郡
川
、
鈴
白
川
の
霊
園
で
は
¥
一山
ワ

ガ
こ
な
ど
が
探
れ
る
き
引
い
な
川
で
し
た
。

4
大
村
沿
岸
ス
ツ
キ
リ

(
九

・
市
内
一
円
)

大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
で
は
¥
8
月
白

白
¥
市
内
の
沿
岸
清
掃
を
行
い
ま
し
だ
。

空
き
缶
や
流
出
物
な
ど
が
叡
乱
し
て
お
り
¥

見
た
目
も
不
快
な
感
じ
を
与
え
ま
す
。

大
村
湾
は
¥
私
た
ち
が
守
ら
な
く
て
は
・
:

-6 -
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よりよし、行政~

望みます

~一日婦人議会・

23項目を提案~
ま

Ju

t
b寸、

る
し

ー

す
ま

f

関
れ
イ

に
ら

ν畑

作

E

d』
'

、

針
ず

(

市
が

ら
見

か
意

豆
p
h

H
H目

J'
荷
重

な
賓

近
、

禽
身
で

カ
ー
ド
で
出
し
入
れ

市
生
活
学
校
(
田
中
力
子
会
長
)
は

8

月
お
目
、
「

一
日
婦
人
議
会
」
を
聞
き
、

市
行
政
の
考
え
、
取
り
組
み
な
ど
を
た
だ

し
ま
し
た
。

婦
人
の
立
場
か
ら
、
身
近
な
地
方
自
治

行
政
を
学
び
、
住
み
良
く
明
る
い
、
そ
し

て
、
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
町
づ
く
り
を
推
進

し
よ
う
と
聞
か
れ
た
も
の
で
、
各
団
体
の

代
表
加
人
が
議
員
と
な
り
、
そ
の
中
の
口

人
が
、
観
光
地
の
駐
車
場
設
置
や
P
R
、

都
市
計
画
の
今
後
の
推
め
方
、
青
少
年
の

健
全
育
成
、
婦
人
の
家
建
設
、

農
業
問
題

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
三
役
お
よ
び

各
部
長
は
、
各
質
問
に
対
し
、
よ
り
良
い

行
政
を
推
進
す
べ
く
、
前
向
告
の
姿
勢
で

実
施
・
検
討
す
る
こ
と
を
答
弁
し
ま
し
た
。

こ
の
外
、
会
場
に
は
、
市
議
や

一
般
会

員
な
ど
多
数
が
出
席
、
議
会
の
質
疑
応
答

を
熱
心
に
傍
聴
し
ま
し
た
。

現
金
自
動
預
入
支
払
機
を
設
置

市
役
所
玄
関
に
カ
l
ド
に
よ
る
現
金
自

動
預
入
支
払
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

利
用
で
き
る
金
融
機
関
の
カ
ー
ド

現
温
泉
一
丁
、
十
九
哀
一
丁

2
4
n
q
ィ
2
n
l
p
匁
虫
ペ
イ
l

-

l
/

P年
法
λ
ィ
1

利
用
時
間

平
日
H
午
前
9
時
j
午
後
5
時

※
土
曜
日
、
祝

・
祭
日
、
日
曜
日
は
利
用

出
来
ま
せ
ん
。

企カード1枚で現金出し入れができる

現金自動預入支払機(市役所玄関)

は
い
手
寿
謙
さ
んで事費

~æ@~司品~~守
泊司~~守

一貴重な図書1500冊を寄贈=

新
婚
さ
ん
、
妊
婦
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
結

婚
さ
れ
る
人
、
お
父
さ
ん
に
な
る
人
、
お

気
軽
に
ご
参
泊
く
だ
さ
い
。

場
附

市
コ
ミ
セ
ン

明日の親のための学級

(妊婦教室)を聞きます
表程日

井手寿謙氏 (東彼杵町干綿木場在

住)より、このほど、日本考古学選

集 (全25巻)など、考古学関係を中

心とした図書約 1500冊が寄贈さ

れました 。

図書館では、「井手文庫 」として、

皆さんにご利用 いただき ます O

まだ、 一部の整理しかできてい ま

せんが、現在では手に入ら ない貴重

な図書が数多 く含まれてい ます 。

どうぞご利用 ください 口

井手寿謙氏一・野岳遺跡(約 1万 3千

年前の旧石器時代の遺跡)を発見し

た人です O

この遺跡、の発見は当時、日本には

旧石器時代が存在しない という考古

学界 の常識をくつがえし 、東の岩宿

遺跡 (群馬県 )、西の野岳遺跡、と並

び称されま した O

募
集
人
員

初
人
(
受
講
料
無
料
)

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
中
央

公
民
館
(
幸
町
お
j

お
市
コ
ミ
セ
ン
内
宮

@
3
1
6
1
)

へ

J国

良民
話量 健
E霊康
与を 保

? 概

で宇
品分

病
気
や
ケ
ガ
は
、
い
つ
、
私
た
ち
に
ふ
り
か

削
か
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
国
保
は
、
安
心
し

寸
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
、
い
ざ
と
い

分
う
と
き
に
備
え
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

ハU期
今
回
は
、

7
月
分
の
医
療
費
を
日
月
中
に
お

御
知
ら
せ
し
ま
す
。

午

不

安

の

な

い
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
お
く

叫
る
た
め
に
、
み
ん
な
の
も
の
で
あ
る
医
療
費
を

ω大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

加

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険
係

※
 

時4
 

時後午時間

田 月 日曜 内 勾廿そ・ 講 自市

-はじめて母親となる心得 保 健 婦
l 10月4日制 -妊娠中の保険

-映画「生命の創造j 産婦 人 科 医 師

10月11日(利
-妊娠中の栄養のとり方 保 健 婦

2 
-貧血食の実習 栄 養 士

-育児「育児用品のそろえ方Jf赤ち ゃん

3 10月18日制 の入浴のさせ方実習」・映画「すばらし い 保 健 t帯
母乳J.乳房の手当

10月20日(到
-妊娠と歯の健康 歯科医 師

4 
-歯のブラ ッシング指導 歯科 衛 生 士

10月25日(水)
-安産のために (妊婦体操補助動作)

保 健 女需5 
-産後の保健

-子育て、親の役割
大学助教授

6 10月27日(到 -フィルムフォ ーラム「生命の創造J
-入浴のさせ方実習~お父さんのために~ 保 健 婦

-女性の生き方
元学校教諭

7 10月31日ω -絵本の読み聞かせ

-映画「マイボディマイセルフ」・家族計画 保 健 I言
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川
崎
進
さ
ん

(
臼
歳
・
片
町
)
無
職

質
問
内
容

①
い
ま
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ

・
サ
ー
ク
ル
名

②
入
会
し
た
動
機
な
ど

③
現
在
の
活
動
状
況
な
ど

④
今
後
の
抱
負
な
ど

岡
山
政
広
さ
ん(

お
歳
・
今
津
町
)
農
業

①
ペ
ン
友
会

②
字
が
上
手
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
も

ち
ろ
ん
、
い
ろ
ん
な
書
き
方
や
字
を
覚
え
た
い

と
、
市
コ
ミ
ゼ
ン

の
講
座
に
入
会
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
そ
の
後
、
昭
和
日
年
1
月
、
ペ
ン

友
会
と
し
て
結
成
し
ま
し
た
。

③
現
在
会
員
は
お
人
、

ω代
か
ら
刊
代
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
が
、
み
ん
な
が
協
力
し

あ
い
な
が
ら
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

か
い
書
や
行
書
、
私
の
好
き
な
漢
詩
な
ど
、

ペ
ン
習
字
を
通
し
て
、
少
し
で
も
美
し
く
、
個

性
の
る
文
字
や
文
章
が
書
け
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
草
書
・
万
葉
が
な
な
ど
を
読
み
書
き

す
る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
コ
ミ
セ
ン
発
表
会
に
向
け
、
練
習

中
で
す
。

④
ペ
ン
習
字
は
、
生
涯
学
習
で
す
。
ま
た
、
指

を
動
か
し
、
頭
を

つ
か
う
こ
と
に
よ
り
、
老
化

防
止
に
も
役
レ
立
っ

て
い
ま
す
。

今
は
、
電
話

・
ワ
ー
プ
ロ
の
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
時
に
は
、

自
筆
の
年
賀
状
や
手
紙

な
ど
を
出
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
心
の
こ

も
っ
た
楽
し
い
会
話
に
な
る
の
で
は
。

¥〆

岡
崎
弘
子
さ
ん(

収
歳
・
池
田
1
丁
目
)
主
婦

①
大
村
ク
ラ
ブ
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

②
昭
和
M
年
頃
、
学
生
時
代
の
経
験
と
好
き
な

者
同
志
で
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
県
民
体

育
大
会
な
ど
に
出
場
し
て
い
ま
し
た
。

9
年
位
前
、
「
若
さ
を
取
り
戻
そ
う
、
若
さ

を
保
と
う
」
と
、
「
大
村
ク
ラ
ブ
」
と
名
を
新

た
に
結
成
。

③
毎
週
1
1
2
回
の
練
習
で
す
が
、
無
理
せ
ず

楽
し
み
、
そ
し
て
家
庭
を
壊
さ
な
い
こ
と
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
ス
ロ

l
ピ
ッ
チ
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ピ

ッ
チ
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

先
般
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ピ
ッ
チ
の
県
予
選
で
優

勝、

日
月
に
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
に
初
出
場
し
ま
す
。
私
た
ち
の
力
が
ど

こ
ま
で
通
用
す
る
か
、
精
一
肝
頑
張
っ
て
き
ま

す。
部
員
は
、
犯
歳
か
ら
必
歳
ま
で
の
主
婦
口
人
、

夫
や
家
族
の
協
力
が
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
家
族
的
付
き
合
い
と
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
最
高
で
す
。

④
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
屋
外
競
技
の
せ

い
か
、

若
い
人
の
入
部
が
少
な
く
、
私
た
ち
の
年
代
で

終
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

練
習
は
、
ナ
イ
タ
ー
を
多
く
使
い
ま
す
。
入

部
を
希
望
さ
れ
る
人
は
い
つ
で
も
ど
う
ぞ
。

8 -

zaFW古
川

V
常

V
I
も
常
時
常

V
F
V古
川

V
F
W
R
V本
V古
川
市
古
川

W量
川

W
本

ず

z
t
A
v
tれ
V
+
A
V
+
e
w
f
v
合、
V古
池
宮

W量
ρ
も

-F
も
量

F
V
+
'
w
I
Vす

V
F
w
t
-
t
w甫
も
古
川

d
t
v古
川
首

f
v
F
V軍

L
t
￥

も

t
f
w
F
-

①

大

村

市

農

協

青

年

部

水

の

や

り

か

た

、

施

肥

、

駆

除

、

温

度

管

理

な

と

変

わ

ら

な

い

、

機

械

化

や

そ

の

他
の
経
費
な

②
初
歳
の
時
、
仲
間
や
先
輩
の
勧
め
も
あ
り
、
ど
で
、
い
い
作
物
が
で
き
る
と
、
そ
れ
な
り
に
ど
で
、
農
地
が
多
い
程
赤
字
に
な
っ
て
い
く
計

青
年
農
業
者
連
絡
協
議
会
(
主
に
独
身
者
)
に
評
価
も
受
け
る
し
、
満
足
感
が
あ
り
ま
す
ね
。
算
に
な
る
、
も
っ
と
魅
力
あ
る
農
業
に
な
る
よ

入
会
、
結
婚
後
、
農
協
青
年
部
に
移
り
ま
し
た
。

④
青
年
部
は
、
農
業
研
究
の
ほ
か
、
親
睦
を
込
う
に
願

っ
て

い
ま
す
。

③
現
在
部
員
は
、
専
業
、
兼
業
併
せ
て
約
2
3

め
て
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
視
察
を
兼
ね
た

農
林
水
産
ま
つ
り
を
、
日
月
末
に
予
定
し
て

0
人。

土
づ
く
り
や
肥
料
な
ど
の
研
究
・
講
習
、
旅
行

な

ど

も

行

っ

て

い

ま

す

。

い

ま
す
。
今
回
は
、
ぼ
う
ぶ
ら
(
か
ぼ
ち
ゃ
)

品
種
試
験
、
先
進
地
視
察
あ
る
い
は
、
人
参
、

今
農
業
後
継
者
は
年
々
減
っ
て

い
ま
す
し
、

フ

ェ

ス

テ
ィ
バ
ル
と
し
て
、
お
化
け
か
ぼ
ち
ゃ

ト
マ
ト
、
い
ち
ご
、
タ
バ

コ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
家
が
建
て
ら
れ
る
た
を
中
心
に
、
色
ん
な
催
し
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

の
分
野
で
の
研
究
会
、
昔
か
ら
の
言
い
伝

え

、

め

、

農
地
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
い
か
に
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。

経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
、
よ
り
良
現
状
を
維
持
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

い
農
業
経
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物
価
上
昇
に
対
し
、
生
産
単
価
は
昔

よ
し
家
族

土
ロ

、

噂

くん (宮代町)

e 

翼

V 

比二
由一

やま

山

Z為

エミ

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

書
道
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
し

ぎ
ん
が
と
て
も
上
手
で
す
。

毎
週
1
口
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

3
人
で
し
ぎ
ん

の
勉
強
に
行
っ
て
い
ま
す
。

だ
い
す
き
な
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
、

も
っ
と
も
っ
と
長
生
き
し
て
、
い

ろ
い
ろ
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

(洋
子
)

10. 24生まれ

ドル登場

S62. 

アイ

折

こん亀ヲ;-11，ーフ
知ヲτ否?

祭り好きで、陽気な男の子です。

好ききらいをせずに、何でも食べて

早く大きくなってねー (真由美さん)

視聴覚ライブラ1)-

市民映画会
10月ア日(土) 午後2時-3時30分
西大村コミセン 入場無料

くフィルム名〉
・ミツキーマウスと魔法制冨子(戸二メーション10分〉

・クオレ物語(戸二メーション30分〉

・7コンパンマンとはいきんまん(戸二メション10分〉

1
枚
の
紙
を
四
角
に
折
っ
た
り
、
一
一
一
角
に
折

っ
た
り
、
オ
ヤ
オ
ヤ
ノ
犬
か
な
?
猫
か
な
?

本
会
は
、
昨
年
中
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
た

「
折
り
紙
を
楽
し
む
会
」
を
母
体
に
、
今
年
3

月
に
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
は
現
在

M
人
、
先

健康子レホレサービス
0958・26・5511

<10月のテーマ〉

月 糖尿病と合併症

火 骨組窓症にっそしようしよう)

水 言葉の遅れ

木 化粧品かぶれ

金 歯と指しゃぶり

土・巴 ラマーズ法

生
か
ら
の
テ

1
マ
に
添
っ
て
折
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
に
、
孫
の
た
め
に
、
ま
た
は

ボ
ケ
防
止
に
と
、
入
会
の
動
機
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
レ
パ

ー
ト
リ
ー
も
少
し
づ
っ
増
え
、

こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

折
り
紙
と
い
え
ば
、
子
ど
も
の
折
る
も
の
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す
が
、
一
般
的

に
知
ら
れ
て
い
る
「
鶴
」
「
奴
さ
ん
」
「
か
ぶ
と
」

な
ど
の
外
、
「
古
典
伝
承
折
り
紙
」
と
い
っ
て
、

一
枚
の
紙
に
切
れ
目
を
入
れ
る
だ
け
で
、
連
ら

な
っ
た
肝
羽
の
鶴
(
連
鶴
)
や
、
八
角
形
の
ふ

た
付
き
の
箱
、
季
節
の
花
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
折

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
さ
に
紙
の
芸
術
品
で
す
。
初
心
者
向
け
か

ら
手
の
混
ん
だ
も
の
ま
で
、
自
分
に
合
っ
た
も

の
を
折
っ
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

定

例

日

毎
月
第
2
月
曜
日、

午
前
9
時
j
正
午

場

所

中

地
区
公
民
館

講
師
市
村
幸
子
、
吉
良
嘉
代
子
先
生

連
絡
先
中
地
区
公
民
館
(
宮
⑮
1
3
7
8
)

10月1日よりスター卜

皆さんから寄せられる募金は¥民
間福祉施設や社会福祉団体の諸活動

などに広<使われます。

暖かいご理解とご協力をお願いし
ます。

募金の締め切り 10月31日(火)

納入先 市社会福祉協議会 (ft⑬1351) 

赤い羽根共同事会

わかちあうしあわせ

9 ← 



ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
生
り
つ
手
、
ν
の

投
与
を
行

νま
守

該
当
す
る
乳
幼
児

O
生
後

6
か
月

1
川
崎

か
月
ま
で
の
初
回
投
与
を
受
け
て
な
い
乳
一

幼
児

0
2
回
目
投
与
を
受
け
て
な
い
刊
か
月
ま

で
の
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

O
発
熱
も
し
く

は
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
、
重
症
結
核
、

心
臓
血
管
系
疾
患
、
病
後
衰
弱
栄
養
障
害

な
ど
の
乳
幼
児

0
麻
し
ん
な
ど
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
1
か

月
を
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児

0
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児

お
願
い

0
当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

0
体
温
を
計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い

O
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ま
せ
た
直
後
の
授
乳
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う

犬の登録と

狂犬病予防注射
生後91日以上の飼い犬は、年に一回の登

録と狂犬病の予防注射を受けるよう義務ず

けられています。平成元年度の登録がまだ

済んでいない犬は、この機会に必ず登録と

狂犬病予防注射を受けてください。

登録手数料 2 ，1 0 0円

予防注射手数料 2 ，0 0 0円

注射済票交付手数料 460円

合計 (1頭につき 4， 5 6 0円

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

。
ポ
リ
オ
一
口
メ
モ
H

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
、

1
回
目
の
投

与
を
受
け
て
か
ら
、

6
週
間
以
上
間
隔
を

お
き

2
回
目
の
投
与
を
行
い
ま
す
。

な
ぜ

2
回
投
与
す
る
か
と
い
う
と
、
ポ

リ
オ
を
お
こ
す
ウ
ィ
ル
ス
に
は
、

ー
型
、

H
型
、
皿
型
の

3
つ
が
あ
り
ま
す
が
、

1

回
目
で
は
全
て
の
型
の
免
疫
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

2
回
目
を
投

与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
回
つ
か
な
か
っ

た
免
疫
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
必
ず
2
回

(
必
か
月
ま
で
)
受
け
ま
し
ょ
う
。

生ワクチン投与実施日程表

接種会場 接種目

巾 tじ又Fし 所 10月 3日

宣 瀬 出 張 所 (火)

西大村コミセン
10月4日

ニ 浦 出 張 所

鈴 田 出 張 所
休)

竹 松 出 張 所 10月5日
福 重出張 所 休)

中地 区公民 館 10月6日
松原出張所 住)

三浦 出 張 所 10:00~10:30 
10月16日

鈴田 出 張 所 10: 50~1l: 20 
(月)

市 役 月庁 13:00~14 : 30 

宣 j頼出張所 10:00~10:30 

10月17日 竹 松出張所 10: 50~1l: 50 

(火) 西大村コミセン l3: 00~l3: 30 

西大村出張所 l3: 50~14: 30 

松原出張所 10:00~10:30 
10月18日

福 重出張所 10: 50~1l: 30 
(水)

{呆 イ建 所 1 3 :00~14:30 

M
M
R
の
予
防
接
種

ハU
1
1よ

は
し
か
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ
ン

医 院 名 住所 電話番号

松 井 医 院 久原 2丁目 E⑮6624 

)I[ 本 医 院 久原 1丁目 宮⑭5675

寺 井 医 院 玖島 1丁目 E⑫3574 

松 尾 医 院 玖島 1丁 目 E⑫4412 

。田川小児医院 東 本 町 E⑫4000 

近 藤 医 院 東 本 町 宮⑪1166

ともなが内科ク リニツク 杭出津 2丁目 宮⑪5000

上 田 医 院 諏訪 1丁目 合⑫3505

O出口小児科医 院 諏訪 3丁目 E⑫2252 

与 那 城 医 院 池田新町 E⑬5575 

沢田内科消化器科医院 小路口本町 E⑮1507 

。野口内科こど も医院 西大村本町 合⑫2339

桝本産婦人科内科医院 大 川 田町 宮⑮8355

原 医 院 宮小路 1丁目 E⑮8427 

牧 山 医 院 宮小路 2丁目 E⑮7831 

長 崎 医 院 寿 古 町 E⑮8615 

渡 辺 医 院 松 原 1丁目 宮@8275

0
生
後
日
か
月

1η
か

該
当
す
る
幼
児

月
ま
で
の
幼
児

※
す
で
に
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
受
け
た
幼
児
は
対
象
外
で
す
。

※
単
独
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
す
。

接
種
期
間
日
月
2
日
間
1
日
月
初
日
同

た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
叩

月

1
翌
年
3
月
ま
で

接
種
方
法

個
人
接
種
で
す
、
指
定
さ
れ

時間:午後 2 時~ 3 時

MMR予防接種指定医療機関県
盟
国
者
秋
季
慰
霊
祭

県
殉
国
者
秋
季
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
民
多
数
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
日
月
初
日
働

た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

料
金

無
料

お
願
い

O
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

0
M
M
R
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、

前
後
1
か
月
間
ほ
か
の
予
防
接
種
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
各
医
院
で
ご
相
談
く

だ
さ
い

。は翌年 3月までの実施医院です。

午
前
日
時
初
分

i
正
午

場
所

県
忠
霊
塔
(
三
城
町
)

※
遺
族
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な
い
人
は
、

福
祉
課
、
各
出
張
所
で
お
受
け
と
り
く
だ

さ

い

。

(

福

祉

課

)



育
児
の
メ
ニ

ュ
ー
・
緊
急
レ
ポ
ー
ト

選定

人

「
獣
人
」
と
い
う
こ
と
ば
で
、
あ
な
た

は
ど
ん
な
も
の
を
想
像
さ
れ
ま
し
た
か
。

怪
獣
や
肉
食
の
猛
獣
、
野
獣
、
あ
る

い
は

ゴ
リ
ラ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
よ
う
な
力
の

強
い
類
人
猿
、
そ
う
い
う
こ
と
ば
や
姿
が

思
い
浮
か
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

子ど毛弘幸せめた杭に!!
里親に怒っマくだざし、

の

出

現

で
も
、
実
際
の
「
獣
人
」
は
、
そ
う
い

う
凶
暴
な
存
在
で
は
な
く
、
「
人
間
の
形

を
し
た
動
物
」
と

い
う
意
味
な
の
で
す
。

先
日
、
「
3
歳
に
な
っ
て
も
ま
と
も
に
こ
と

ば
が
し
ゃ
べ
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
良

い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
こ
う
い
っ
た
ケ
ー

ス
は
た
く
さ
ん
受
け
て
い
ま
す
が
、
今
ま

で
は
、
「ま
と
も
に
し
ゃ
べ
れ
な
い
」
だ
け

で
、
ど
ん
な
に
悪
く
て
も
、
単
語
の

3
つ

や
4
つ
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
の
で
き
る
子
ど

も
ば
か
り
で
し
た
。
じ
か
し
、
こ
の
事
例

は
「
全
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
」
の
が
特
徴
な

の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
外
に
障
害
が
あ
る
た
め
に

全
く
し
ゃ
べ
れ
な
い
(
聴
覚
障
害
)
と
い

保護者のいない子供や¥家庭で養育出来

ない子供だちがいます。恵まれない不幸な

子供を引きとって育ててくだ、さる里親の方

はいませんか。

里親になれる人 ⑦結婚している夫婦また

は片親の人②20歳~59歳③児童の養育に理

解があり¥熱意と豊かな愛情を持つ人④包

年8月頃に県の審議会で審査が行われ¥適

格とされだ人ガ認定され里親として登録さ

れます⑤養育里親には県から養育費及び医

療費などが支給されます。

※詳しくは¥市福祉課児童家庭係へ

ソ連・モンゴルで

強制抑留中に亡くなられた

遺族に慰労品を

う
事
例
は
あ
り
ま
す
が
、
「
獣
人
」
の
場
合

は
、
そ
の
外
の
異
常
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

育
児
能
力
の
低
下
傾
向
か
ら
見
て
、
早

晩
こ
の
よ
う
な
子
が
現
れ
る
だ
ろ
う
と

い

う
予
測
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

こ

の
子
が
、
そ
の
事
例
に
該
当
す
る
と
気
付

い
た
時
は
、
さ
す
が
に
私
も
ギ
ク
ッ
と
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ
く
検
討
し
て
み
る

と
、
こ
と
ば
が
全
く
無

い
(
叫
び
声
で
欲

求
が
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
)
、
外
の
障

害
が
無

い
と
い
う
2
つ
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。
こ
れ
以

前
に
、

2
例
ほ
ど
、
こ
の
子
と
同
じ
よ
う

な
ケ
l
ス
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

原
因
は

0
歳
代
、
特
に
前
半
、
極
端
に
言

う
と
す
れ
ば
生
後
3
か
月
の
聞
に
「
こ
と

ば
の
種
子
」
を
ま

い
て
お
か
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。

余
後
は
、
家
族
全
員
が
よ
い
育
児

(こ

と
ば
の
あ
る
生
活
)
に
取
り
組
め
ば
、
割

合
良
さ
そ
う
で
す
。

「
母
親
の
責
任
だ
」

「
私
だ
け
の
責
任
で
は
な

い
わ
」
と
い
っ

戦後、強制抑留され、本邦に帰還されだ人

に対し¥慰労日等の贈呈を行っていますガ、

新だに、戦後、ソ連まだはモンゴルの地域

において抑留中に死てされた人の遺族で¥

平成元年9月刊日において¥日本国籍を有

する方にも慰労昂を贈呈することとなりま

しだ
5書量される人は市福祉課で書類をお受け

とりください。

て
争
っ
て

い
た
の
で
は
よ
い
結
果
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
絵
カ

l
ド
や
絵
本

な
ど
で
教
え
て
も
同
じ
で
す
。

「
本
の
前
に
本
物
」
と
考
え
て
生
活
経

験
の
拡
充
と
、
そ
の
経
験
体
験
に
こ
と
ば

の
裏
打
ち
を
し
て
く
だ
さ
い
。
絵
本
な
ど

は
そ
の
後
で
使
う
と
効
果
が
上
り
ま
す
。

市
内
で
も
私
ど
も
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ

に
、
ま
だ
何
人
も
同
じ
よ
う
な
症
例
の
人

が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
今
2
歳

1
歳
0
歳
と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
の
中
に
、
そ

う
な
っ
て
し
ま
う
コ

l
ス
を
歩
い
て
い
る

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

何
の
障
害
も
持
た
ず
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
を

3
歳
に
な
っ
て
も
全
く
し
ゃ
べ

れ
な
い
子
ど
も
に
育
て
て
し
ま
う
失
敗
を

し
な
い
た
め
の
警
鐘
と
し
て
、
あ
え
て

「
獣
人
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
表
題

に
し
ま
し
た
。
ど
う
か
意
の
あ
る
と
こ
ろ

を
お
汲
み
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
く
育
て
る

た
め
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

耳
と
こ
と
ば
の
相
談
員
渡
辺

匂5辺司母9@自戒を 3
公務扶問料¥遺族年金等を受給していだ

戦没者の遺族の人が、昭和60年4月今日か

ら¥平成元年3月31巴までの間に死てし¥

受給権を失くしだ遺族に対し、 6年償還の

国庫債券 (額面18万円〉ガ支給されきす。

該当する人は申請手続をしてくだ、さい。

申請・問い合わせ福祉課福祉係 末
男

恩
給
欠
格
者
の

皆
さ
ん
へ

高
齢
者
の
順
に
銀
杯
を

こ
の
度
、
思
給
欠
格
者
の
う
ち
、
外
地

等
に
勤
務
し
た
経
験
を
有
し
、
加
算
年
を

含
め
た
在
職
年
が

3
年
以
上
で
、
請
求
時

日
本
国
籍
の
人
に
は
書
状
、
更
に
、
同
歳

以
上
の
人
に
は
高
齢
者
の
順
か
ら
銀
杯
を

贈
呈
し
ま
す
。

※
請
求
さ
れ
る
人
は
、
福
祉
課
で
書
類
を

お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

健
康
と
光
の
贈
物

登
録
し
よ
う
/

腎
バ
ン
ク

叩
月
は
腎
移
植
推
進
月
間

県
内
に
は
、
人
工
腎
臓
に
よ
る
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
が
約
1
3
0

0
人
い
ま
す
。
人
工
透
析
は
週
に
3

1
4

匝、

1
回
当
た
り
4
1
5
時
間
か
か
り
ま

す
。
こ
の
透
析
か
ら
解
放
さ
れ
る
唯
一
の

根
治
療
法
が
腎
臓
移
植
で
す
。

し
か
し
、
日
本
は
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
、

死
後
の
腎
臓
提
供
が
少
な
く
、
な
か
な
か

患
者
さ
ん
の
希
望
に
か
な
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
善
意
で
、
死
後
の
腎
臓
を
提

供
す
る
腎
パ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

登
録
ハ
ガ
キ
は
、
保
健
所
、
交
通
安
全

協
会
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

(
県
保
健
環
境
部
保
健
予
防
課
)

1
1ム

ーム



お
し
ら

e

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

叩
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
認
定
講
習
会

子
ど
も
会
や
P
T
A
な
ど
の
活

動
に
、
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め

に
聞
き
ま
す
。

終
了
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会

か
ら
「
技
術
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ィ
ル
ム

や
映
写
機
を
無
料
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日

時

叩

月
お
日
嗣
1
幻
日
也

午
後
6
時
初
分
1
9
時

ω分

場

所

市

コ
ミ
セ
ン

定
員

初
人
(
定
員
に
な
り
次
第

M 
匂6

:::J~震Uコt::J.!I!:J'Sq
参加しよう.'スポーツの."

ぢぴつ子力、与お隼寄υまで

締
め
切
り
ま
す
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
で
市
コ
ミ
セ
ン

ま
で
(
宮
⑬
3
1
6
1
)

み
ん
な
の
健
康
教
室

テ
ー
マ
「
腎
不
全
と
腎
移
植
」

日

時

日

月
6
日
働

午
後
1
時

1
2
時
初
分

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

講

師

国

立
長
崎
中
央
病
院

内

科

医

師

新

井

勲

先

生

泌
尿
器
科
医
師
堀
建
夫
先
生

問
い
合
わ
せ
国
立
長
崎
中
央
病

院
地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
(
宮

⑫
3
1
2
1
)
 

発
電
所

を
訪
ね
て

唐

津

城

-

「ふ
れ
あ
い
旬
間

'm」
の
一
環

と
し
て
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
と

唐
津
城
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

叩
月
初
日
術
、
午
前
8
時

初
分
出
発
1
午
後
5
時
帰
着
予
定

集
合
場
所
九
州
電
力
側
大
村
営

業
所

定
員

印
人
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

費
用

無
料
(
弁
当
は
各
自
持
参
)

¥ノ

申
込
期
限

叩
月
9
日
間

申
込
方
法

1
人
1
枚
の
は
が
き

に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

九
州
電
力
側
大
村
営
業
所
(
〒
湖

東
三
城
町
日
告
⑫
2
1
7
1
)

県
税
に
関
す
る

納
税
相
談
を
開
設

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
便
宜
を
図

る
た
め
、
休
日
納
税
相
談
を
開
設

し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

叩
月
1
日
間

午
前
9
時
1
午
後
5
時

場
所

諌
早
県
税
事
務
所
(
諌
早

市
永
昌
東
町
宮
⑫
0
5
0
8
2
⑫

1
0
3
2
)
 

-と き/10月22日(印刷9:30~PM4 :00 

・ところ/諌早市・県立運動公園ほか

・入場無料/(スポーツコーナーの一部は参加 料

が必要)

楽/し/さ/~)/っ/ぱ/し、主なブbグラム
( ふれあい広場(メイ ン 会 場 - -)

・オープニングセレモニー相川恵里を囲んで楽 しいショー/

(アトラクション/有名講師・選手紹介等)

・い きいきファミリ一体操

( スポーツコーナー

・綱ヲ|き大会

・伊藤国光と一緒に走ろう /健康ミニマラ ソン大会

・ファミ リーウオークラ リー・三世代ゲートボール大会

・わのわリング教室 ・大会 ・ソフトバレーボール大会

・グラウンドゴルフ大会 ・ローンボウルス教室 ・大会

( 教室コーナー

・ジョギンク教室 (講師/鐘坊の伊藤国光)

・少年野球教室 (講師/前阪神タイガース監督 吉田義男)

・少年サッカ一教室 (講師/セルジオ越後・カルロス)

・テニス教室 (硬式・軟式)(講師/本井 満オリンピック

コーチほか)

・親子体操教室 (講師/松本道子帝塚山学院短大教授)

( ふれあいコーナー

・フィールドアス レチック

・ふる さと昔の遊び (竹と んぼ、竹馬などの手作りコーナー)

そのほか、健康・体力測定相談コーナ一、長崎国体20周年記

念事業、展示コーナ一、食品コ ーナーなど

問い合わせ 教育委員会体育課

※当 日は混雑が予想されます。出来るだけ公共運輸機関をご

利用ください。

県
歯
科
医
学
大
会

講
演
会

原
口
昭
平
先
生

演

題

「

い
つ
ま
で
も
笑
顔
の
美

し
い
あ
な
た
で
い
て
欲
し
い
か
ら
」

l
お
口
の
健
康
か
ら
全
身
の
健
康

へ
|

主
催

-12 -

日

時

日

月
1
日
冊

目
分

1
3
時
初
分

場

所

市

民
会
館
(
入
場
無
料
)

〈講
演
V

O
講
師

東
京
慈
受
京
医
科
大
学

学
長
阿
部
正
和
先
生

演
題
「
体
と
心
の
健
康
」

O
講
師
長
崎
県
歯
科
医
師
会
理

事
(
公
衆
衛
生
担
当
)

午
後
1
時

長
崎
県
歯
科
医
師
会

自
衛
隊
美
術
展

場期
所閏

日
月
日
日
制
l
n
日
回

大
村
浜
屋
百
貨
庖
6
階

(
竹
松
駐
屯
地
)

a日WnCB包司

-，' 

麻薬・質せい剤

禍摸滅運

10月4日~竹月30日 :

覚せい剤やシンナー

の薬物乱用による弊害の

根絶を目的として、実施

されます。11回だけなら

"'J が恐ろしい悪循環に

つな がります。

覚せい剤の使用を見た

り、聞いたり したらすぐ

に警察ヘ通報しましょう



ロ則
市
民
音
楽
祭

・
邦
楽
演
奏
会

日
時

印
月
幻
日
出

午
後
6
時
開
演

出
演

筑
紫
会

・
星
風
会
・規

友
会

・
宮
城
会

・
若
水
会

・
和

公
会

・
四
芳
会

・
吹
奏
楽
祭

日
時

叩
月
辺
日
目

午
後
l
時

ω分
開
演

出
演

西
大
村
中

・
桜
が
原
中
・

郡
中

・
大
村
中

・
大
村
高
校
・

大
村
工
業
高
校
の
各
吹
奏
楽
部

・

大
村
音
楽
同
好
会

置
オ
ペ
ラ
の
夕
べ

日
時

叩
月
お
日
出

午
後
6
時
初
分
開
演

出
場

大
村
ギ
タ
!
合
奏
団

・

独
唱

(佐
藤
要
子

・
蓮
本
ま
ゆ

み
・
伊
地
知
和
子
)
、
合
唱
(
市

内
の
合
唱
団
な
ど
に
よ
る
市
民
合

唱
)

会
場

市
民
会
館

入
場
料

5
0
0
円
(
三
部
門

共
通
入
場
券
)

主
催

市
音
楽
団
体
協
議
会

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
へ

資
料
館

・
図
書
館

休
館
し
ま
す

館
内
収
蔵
庫
の
ガ
ス
く
ん
蒸
消
毒

の
た
め
、

休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間

叩
月
日
日
開
j
m
日

ω
 

※
休
館
中
の
図
書
の
返
本
は
、
返

却
ポ

ス
ト
へ

の
返
却
を
含
め
て

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

な
お
、
叩
月
幻
日
出
よ
り
、

平
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

白; 鳴私\JO~，.J 
期間 1 0月 14 日 (土)~16 日明)

内容・舞台発表の部=合唱 ・

民踊 ・歌謡 ・ダンス ・バレエ

・バン ド演奏ほか

・展示発表の部=書 ・陶芸 ・

手芸 ・絵画ほか作品展

場所 市コミセ ン

※入場無料です。お誘い合わ

せの上、お出かけ ください。

旬
月
刊
日
「
体
育
の
巴
」

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き

た
チ
l
ム
が
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
す
。

m.e:害λ•• 轟，.

-バレーボール=市民体育館、

大村小学校体育館

営市

か

二

ほ

ル

ド

一

ン

ボ

ラ
ト

ク

フ

助

ソ

補

• 
場

所

球

場

野

出
場
チ
ー
ム

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

(男
子
)

三
浦
・・・
今
村

鈴
田
:
・陰
平
上
、
陰
平
下

大
村
・
:
木
場
、

岩
舟

西
大
村
・
:
新
城
、
水
田

竹
松
・
:
竹
松
町、

大
川
田
町

福
重
・
・・
今
富

松
原
・
・・
浦
2
区

萱
瀬
・・・
田
下

種目Ij 住宅名 戸数 間 取 り 家賃(月・円)

竹 松 6 6.3・4.5 7，600 

I 久 原 10 6・4.5・3 7，800 
東 諏訪 2 6・4.5・4.5 16，400 
久原第二 2 6.6・5(板) 23，800 

種
城 l 6.6・5(板) 25.200 

福 重 l 6・6・6(板) 27，000 
原 口 1 6・6・6 27，200 
坂 口 1 6・4.5 4，900 

2 旭 2 6・4.5 6，800 

種 池 田 2 6・4.5・2(板) 8，400 
干高 重 1 6・6・6(板) 20，500 

受け付け 1 0月 5 日 (木)~ 1 2 日 (柑

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があ ります。

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(女
子
)

三
浦
:
・溝
陸

鈴
田
:
・
陰
平
下
、
古
松

大
村
:
・木
場
、
須
田
ノ
木

西
大
村・・
・植
松
3
丁
目
、
下
諏
訪

竹
松
・
・・富
ノ
原
1
丁
目

福
重
・・
・立
福
寺

松
原
・・・
浦
2
区

萱
瀬
・・・
北
ノ
川
内

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時

日
月
比
日
出
j

日
日
間

場
所

市
民
体
育
館
ほ
か

申
込
期
限

叩
月
5
日
同

出
場
資
格

少
年
団
に
登
録
し
て

い
る
団
体
及
び
団
員
(
転
入
生
以

外
の
追
加
登
録
は
認
め
ま
せ
ん
)

参
加
費

1
チ
l
ム

1
0
0
0
円

抽
選
会

日
月
7
日
出
、
午
後
1

E3a包臼也守司官官曾
ゐ司司ag申

時
、
市
コ
ミ
セ
ン
第
3
講
座
室

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ

体
育
課

※
申
込
書
な
ど
は
、
登
録
少
年
団

へ
直
送
し
ま
す
。

市
民
野
球
大
会

期
日

目
月
8
日
間
、
日
一日
間

会
場

市
営
野
球
場

チ
ー
ム
編
成
町
内
単
位
ま
た
は

ク
ラ
ブ
チ
l
ム
(
協
会
登
録
選
手

は
1
チ
l
ム
3
人
ま
で
参
加
で
き

ま
す
)

参
加
料

5
0
0
0
円

締
め
切
り
叩
月
3
日

ωま
で

代
表
者
会
議

・
抽
選
会

日
月
6
日
樹
、
市
コ
ミ
セ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
野
球
協
会

(
宮
@

4
1
1
1
内

線
2
1
3
津
田
)

構造 鉄筋コンク リート 造 5階建

規模 3棟80戸 (3D K) 

家賃 月額 27 3 0 0円

入居できる人

①事業所に勤務している人

②家賃の支払能力のある人

③同居家族が 2人以上の人 (婚約中も可)

申し込み・問い合わせ

大村公共職業安定所 (宮(2101)

※申し込み用紙は、 市商工観光課お よび公共職業

安定所にあり ます。

勺
、
U

1
iム



勾
司
司
の
司日
ω3
3

申
込
方
法
各
幼
稚
園
に
あ
る
願

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
庶
務
課

|

|

|
平
成
2
年
度

市
立

私
立市

立
幼
稚
園

対
象

昭
和
印
年
4
月
2
日
i
ω

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

※
三
浦
幼
稚
園
は
昭
和

ω

年
4
月
2
日
i
引
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

も
受
け
付
け
ま
す
。

受
け
付
け

叩
月
日
日
間

l
r日

ω

募集人員

対
象

昭
和
印
年
4
月
2
日
j
臼

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

願
書
配
布

叩
月
初
日
幽
j

白
日

ω
 

願
書
受
付

日
月
1
日
附

※
詳
し
く
は
各
国
に
お
尋
ね
く
だ

健
民
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
E

成
人
構
予
防
と

が
ん
を
予
防
を
目
指
し
、
か
が
ん
H

に
つ
い

て
の
正
し

い
知
識
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
聞
き
ま
す
。

日
時

日
月
幻
日
四

午
後
1
時
初
分
1

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院

・
地

域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無
料
(
聴
講
券
が
必
要
)

幼稚園名 人員

j甫 40人一
室戸 田 40人

大 村 160人

城 80人

西大村 120人

竹 松 160人

中 央 80人

干高 重 40人

松 原 40人

放虎原 80人

さ
い
。

大
村
聖
母
幼
稚
園

(
植
松
2
丁
目

宮
@
2
0
4
8
)

長
崎
星
美
幼
稚
園

(水
王
町
2
丁
目

宮
@
2
4
7
3
)

向
陽
幼
稚
園

(西
三
城
町

合

@
6
2
6
2
)

康
づ
く
り
講
演
会

※
券
は
、
市
環
境
衛
生
課
に
あ
り

ま
す
。

主
催

長
崎
新
聞
社

・
長
崎
県
、

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
、

長
崎
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

後
援

長
崎
県
医
師
会
、

大
村
市

な
ど

~æ • ~1tl1K~t.&. 1111__のご.PJ
中 央 公 民 館 (幸町25-33 合⑭3161)

講 座 名 内 容 期 間 対象 ・定 員 講 師 (敬称略)

話 し 方 教 室
いろい場話ろな会会議合向におどけるスピーチ聞、報き告方の仕習 10月18日~1(21月0回20)日

者日 達 夫

豊かな表現力 で 方得し、職 の 上な での話る し方、 を 毎週水曜日 成人 20人 NBC学園講師(元

よりよい人間関係 力の をはか 19: 00-21 : 00 アナウンサー)

タンスの奥に眠っている ハギレも 工夫しだい
1衛0月星2月3日曜~日12(月102回5日) 

ノT ッ チワ ク 毎で立忙派がなク ッションやバッ グに参 成人 15人 ;宰 宣百 子
日 しい方カミも、この機会に 加してみては

いかです 。 19∞-21∞ 

お 茶 を楽 し む お気茶し軽をすみJに亨すおま控茶めLの』にらょ親れう6 た時むにもあわてないようく に 毎10月昼2月3曜日~日l2(月81回1日) しためのき っかけづ り
成人男女10人 佐々木祇子

(茶道入門講座 ) に て 。
、若葉とヲ子、f 19∞-21∞ 

季庭節料の素を作材おを使って健すど康を(考月えた 手1)軽な家 1の0月土2曜8日~ 152回月9 日
家 庭 キヰ 理 ケー理キ、 節っ料て理みなま ) 。 12 はク スマス 日(5 e1) 婦人 20人 柳原 1字

10∞-12∞ 

市 民 大 寸= 
「暮らしの中の経済 (貯蓄について )Jなど 11月-12月 未 r疋i 市ミ

を検討中ですが、 11月号で募集いたします

中 地 区 公 民 館 (松並1丁目246-5 8⑮1376) 
講 座 名 内 勾合『・ 期 間 対象・ 定 員 講 師 (敬称略 )

" き
カミ〈 これからの男の生きがい ・地域づくり ・仲間

毎10月畳2火4曜日~日11月14 日 猪 山 勝 手IJ
男 。コ 生 足十之. づくり ・家庭づ くり などについて、楽しく学 成人男子 30人

習します。今なにが生きがいなのか
( 4回) (長崎大学教育学部教授)

19∞-21∞ 

集会等教室で何を Lょうか困ったことはあ りませんか? 自筆 ひとみ

ふ れあ い レク入 門
この では、レクリエーション (ゲーム・ダンス ・ 10月初日-12月15日

成人 30人 (県レク公認指導者・婦人健
ソング ・軽スポーツなど) を通 してふれあい、仲間 毎恩金曜日 (8回)

づくりに役立つよう実技中心に学習します。 19∞-21∞ 康体操インス トラクタ ) 

幼児の成長とともに歩む 親病児こ気と干尭なのかと)こか宜と生わ幼ば毘活り~の赤(幼成離ち児長乳ゃの健心康理 (( かかり や)す
乳幼児を持つ親 黒大塚崎伸和子生((長大 塚大病医院学々 部長)) 

し三 ど と 1， II ) . 
毎10月恩2水5曜日~日12(月76回日) (これから親にな

(乳幼児家庭教育学級) 幼の育と 食ほか実な習 )・子供 徳渡小武柳藤水辺雪昌子ド((大長村大保教健育所学栄部養紺士受)) 
のころ んが危い ・幼児期

10∞-12∞ る人)
柳辺景末男子((耳県教と育こ庁とば指相導談主員事)) 

の生活習貫の自立 ・しつけについて 30人※託児あ り

これからの婦人
-これからの婦手子人の社会参加と生き方・さわやか人間関 緒都山勝利、長崎大学教育学部教授)

係~は し上になろ ・女の立~国際的視野に立 達夫(5LKB C アナウンサー)

の生き方を探 ろ つ いなじめ詑律つ い近本じめ性らう〈れつ純千を育白経て考由なえいために 女人性間
10月24日-12月5日 凶元信静子子((元長宇校崎長・短大講師)

のための ・身日 女な ら生しの方中の ・中国の婦 甑監火曜日 (7回) 婦人 30人 峰石 元小学長 いじめ相談員)

(婦人問題学習講座 ) 題をめぐって~ の き を る 10∞-12∞ 字山山本土口喜康代登子治((長元(長崎時法大間学際務経教済育局大学学部課助轍教長授)) ) 

申込期限 :10月12日(木)必着 受講料無料 (教材費は実費 )

申込 方 法 :往復ハガキに、住所・氏名・年令 ・性別・電話・希望する講座を 1つ書いて申し込んでください。複数受講 を

希望する人は、 ハ ガキに希望順を書いて くださ し汁 申 し込 み 多 数 の 場 合 は 抽 選 します O 抽選日 10月13日(到

申し込み・問い合 わせ:各公 民館へ
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ノ

d
w

し
ゅ
ウ

出
張
所
の
管
理
人

l
鈴
田
出
張
所

1

間
取
り

6
畳
2
問
・
台
所
・
浴
室

入
居
条
件
配
偶
者
の
い
る
人
で
、

平
日
は
午
後
5
時
か
ら
翌
朝
8
時

却
分
ま
で
、
土
曜
日
は
正
午
か
ら、

日
曜
・
祝
日
は
終
日
管
理
で
き
る

人申
込
期
限
叩
月
比
日
出

申
込
方
法

入
居
申
込
書
(
人
事

課
に
あ
り
ま
す
)
及
び
市
販
の
履

歴
書
に
写
真
を
は
っ
て
人
事
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い

問
い
合
わ
せ
人
事
課

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

O
パ
ソ
コ
ン
入
門

(刊
日
間
)

期

間

孔

月
8
日
附

i
m
日
側

O
ワ
ー
プ
ロ
講
座

(
一
太
郎
)

(
8
日
間
)

期
間

口
月
5
日
間
i
お
日
問

。
パ
ソ
コ

ン
会
計

(凶
日
間
)

期
間
口
月
刊
仏日
制
j
ロ
月
日
日

嗣O
L
P
ガ
ス
設
備
士
(
実
技
)受

験
準
備
講
習

(4
日
間
)

期

間

口

月
7
日
ω
i
凶
日
冊

。
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

(
7
日
間
)

期

間

口

月

7
日

ω
j
m日
ω

o
J
I
S
-
N
K検
定
炭
酸
ガ

ス
半
自
動
溶
接

(2
日
間〕

期

間

口

月
4
日
出

・
5
日
間問

。
銅
板
工
芸
入
門

(
3
日
間
)

期
間

口
月
ロ
日
同
i
お
日
間

ご
寄
付

aり
が
と
う
ご
ず
い
ν
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

文
化
基
金
へ

V
田
中
実
(
植
松
3
丁
目
)
叩
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
林
田
絹
枝
(
池
田
新
町
)
2
万
円

V

一
世
イ
子
(
杭
出
津
2
丁
目
)

叩
万
円

V
徳
島
利
男
(
溝
陸
町
)

2
万
5

千
円

(
敬
称
略
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
小
林
末
雄

(東
大
村
2
丁
目
)

3
万
円

V
田
平
秀
人

万
円

(
植
松
2
丁
目
)

。
一
般
寄
付

文
化
基
金
へ

V
華
道
家
元
池
坊
大
村
支
部

万
円

O
シ
ー
ケ
ン
ス

(
有
接
点
)
の

基
礎
講
座

(
6
日
間
)

期
間

口
月
7
日

ω
j印
日
間

O
B
A
S
I
C
-
P
R
O
G
R
 

A
M
-
N
G
(6
日
間
)

期
間

口
月
7
日
ω
i
mw
日
同

O
B
A
S
I
C
-
P
R
O
G
R
 

A
M
-
N
G
(
6
日
間
)

期

間

口

月
幻
日
ω
i
ロ
月
3
日

門口申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
〒

制
諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
8

⑫
2
3
2
3
)
 

市
美
術
展
覧
会
作
品

部
門

洋
画
、
日
本
画
、
書
、
写

真
、
彫
塑
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン

申
抗
菌
間

山
月
日
日
附
l
m
日
幽

20 

清
和
園
へ

V
紅
舞
会
H
日
本
舞
踊
慰
問

V
宗
偏
流
茶
道
リ
慰
問

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
岩
井
勝
・

中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
)
理
容
奉

仕社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
耐
火
山側

(
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
l
の
益
金
)

2
万
8
千
必
円

泉
の
里
へ

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

束V
峰
栄
次
(
古
賀
島
町
)
野
菜

V
藤
問
勘
己
満
社
中
日
慰
問
・
タ

オ
ル
・
砂
糖
・
石
け
ん

3 

。
作
品
の
搬
入

期
日
目
月
白
日

ω

時
間
午
前
日
時
j
午
後
l
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
美
術
協
会
事
務
局
(
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
)

※
作
品
の
制
限
、
出
品
点
数
な
ど

詳
し
く
は
、
9
月
号
市
政
だ
よ
り

に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

V
野
岳
保
俊

(陰
平
町
)
5
万
円
一

V
津
上
正
利
(
黒
木
町
)
茶

一

慈
恵
荘
へ

一

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
H
ま
ん

-

じ
ゅ、っ

-

大
村
子
供
の
家
へ

…

V
赤
水
清
春

(本
町
)
1
万
円

一

V
吉
原
寛
(
玖
島
1
丁
目
)
文
具

一

V
あ
づ
み
野
・
天
味
・
白
樺
・
サ

一

ロ
ン
ド
サ
ワ
リ
慰
問
外

一

V
松
尾
昭
二
(
寿
古
町
)

1
万
円
一

V
ロ
ツ
テ
リ
ア
判
明
大
村
浜
屋
庖

u
-

菓
子

一

V
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
…

会
H
ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会
招
待

一

県
勤
労
者
美
術
展
作
品

日
本
画
・南

募
集
部
門

洋
画
、

画、

書
、
写
真

応
募
資
格

県
内
に
住
ん
で

い
る

勤
労
者

作
品
の
申
し
込
み
・
搬
入

日
月
6
日
開
j
H
目
的

自
衛
官
・
学
生

。
防
衛
大
・
防
衛
医
科
大
学
校
生

資

格

高

卒

(見
込
)
で
幻
歳
未

満
の
人

受
け
付
け
日
月
2
日
側
j
お
日

制試
験

(
一
次
)

・
防
衛
大

口
月
3
日
幽
j
4
日

目試
験
場
諌
早
商
工
会
議
所

-
防
衛
医
科
大
口
月
日
日
国
i

搬
入
場
所

.
佐
世
保
労
政
事
務
所

(一T
即
佐

世
保
市
矢
岳
町
1
1
2
佐
世
保
市

労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

包

佐
世

保
②
4
4
3
9
)

-
長
崎
労
政
事
務
所
(
〒
制
長
崎

市
桜
町
9
1
6
長
崎
県
勤
労
福
祉

会
館
内

宮
長
崎
⑫
1
4
5
6
)

※
詳
し
く
は
、
県
労
政
福
祉
課
、

佐
世
保
労
政
事
務
所
、
長
崎
労
政

事
務
所
へ

。

ロ
日
間

試
験
場

大
村
駐
屯
地

。
看
護
子
生

資
格

高
卒
(
見
込
)
し
た
人
で

包
歳
未
満
の
女
子

受
け
付
け

叩
月
2
日
開
l
白
日

ω
 

試
験

(一

次
)

日
月
8
日
制

試
験
場

市
コ
ミ
セ

ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
@

6
2
1
7
)
 



カレゐI:J~ 耕輔3脅

叩
月
は
、
固
定
資
産
税

(
3期
)
、
国
民
健
康
保
険
税

(
4期
)
の
納
期
で
す
。

1 (日日)
当番医 15日 当雷医

(日) (内 ・小)琴尾医院西三城町 宮@2056
(内・消)南野内科消化器科医院東三城町 宮⑪>3731 (外・旺)山道医院桜馬場2丁目包@2>305

(皮・泌)黒木病院西対す本町宮邸211 17 制日 乳幼児健康相談 市コミセン

2 (日用)
安産教室市街斤 9 : >30~1l:∞⑮ : >30 まで 信@垣訟...9日(月)と同じ

⑮母引建康手帳、ズボン 19 泳巳) 機能訓練根気の会 交流会 (J川棚町 )9・:OO~16・00

一般健康相談市役所 13:OO~ 16: 00 定期巡回献血市役所 9: >30~12:00 

@血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 20 金巴) 
成人の健康相談.福祉セ ンタ ー 13: OO~ 15: 00 

3日(列 乳幼児健康相談 松原出張所②13: 30 ~ 15 : 00 ⑪40歳以上

5 (日木)
1歳6か月児健康診査 ⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

市コミセン ⑤13: OO~ 13: 30 21日出 耳とことばの相談 福祉センタ ー 13:OO~ 15: 00 

⑪昭和63年3月生まれ (62年10月 ~6>3年2月生まれで、 22日(日)当番医

まだ受けていない人も受診してください ) (内)川本内科医院久原 1丁目 宮@5675

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ (産)後藤産婦人科医院 西大村本町 @6015

6 金白) 
成人の健康相談 福祉センタ - 13 :00~ 15:00 24日決)乳幼児健康相談 萱瀬出張所⑤9: >30~11 :00 

⑪40歳以上 @血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 26 体日) 
3歳児健康診査大村保健所

8 (日日)
当番医 ⑤9: >30~ 10:00 、 13 ・ OO~13: 30 

(内)早田内科医院竹松本町 合@3530 ⑪昭和61年4月生まれ (60年 10月 ~6 1年3月生

(外・内)佐藤タ同甚院杭出津2丁目 ft@3070 まれで、まだ、受けていない人も受診してください)

9 (日用)
乳幼児健康相談 竹松出張所 ⑮母子健康手帳、問診票

⑤ 9:30~1 1:00......0~6か月の乳児
2 7 (日盆 1歳6か月児健康診査

13:30~15:00...…7か月以上の乳幼児 市コミセン ⑤13: OO~ 13: 30 

⑪離乳食教室 1 0: >30~ ⑪ ⑮…5日 (木 )と同じ

10日 当番医
2 9 (日日)

当雷医

(火・祝) (内・胃 )藤井内科医院東本町宮@3878 (内・呼 )とも なが内科クリニツク杭出津2丁目

(整 )橋口整形外科医院竹松本町宮@8739 ft@5000 

竹白 i健康講座
(産)対寸中央産婦人科医院水主町2丁目 003850

(40才からの健康)

(7}¥) 略号の説明
市コミセ ン 13: OO~ ⑪…対象 ⑤…受け付け

1 2 (日柄 機能訓練根気の会桓遊ゲートボール場 10: ∞~13: ∞
⑮…持ってくるもの ⑮・・内容

当雷医の診療時間 9: ∞~18:∞ 
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34.412 
( 十 101) 
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(十 111) 
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( 十 34)

〉内は前月比

男
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( 7 日 ~ll 日、 12~13日全日本選手権ダービ一

場外発売、 19 日 ~24 日ランナーリーグ戦 )

10月の大村ポート
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